
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































必ず 時々 指示時 殆ど 全く 計
④あなたは、予習・
　復習をしたか
28
14．8％
99
52．4％
12
6．3％
34
18．0％
16
8．5％
189
100％
　なお、本科目の成績評価は、出席15％、課題提出物（提出点と内容点）
55％、前期末試験30％を基準に行うこととしているため、学習者の言語
表現法の習得状況は課題提出物のほか、筆記試験によっても評価されるこ
とになる5）。
5）前期末試験の受験者214名の出席率は平均95．5％、課題提出物は平均82．2点、筆
　記試験は平均71．1点で、成績評価は平均80．9点であった。
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5．言語表現法の実践教育
　高等学校での国語や大学での国語表現法の授業は「読む・書く・話す・
聞く」という言語表現法の総合的な実践の場であると言える。本章では筆
者が経験してきた音声表現教育における実例を挙げ、言語表現法の実践の
あり方について検討する。
5．1　高校生（16歳～18歳）への教育
5．1．1　現代文・国語表現
①自己紹介：自分の氏名を音声だけで（文字を使わずに）伝え、聞き手は
　それをメモする。伝わらないと漢字が仮名書きされる。これは、漢字に
　関する知識を口頭で表現し、それを聞き取り文字化する実践。
②グループ討議と発表：夏目漱石「こころ」にっいてグループ単位で内容
　を読解、主題について討議し、発表し合う。これは、読解した内容を口
　頭で表現し、それに口頭で質疑応答する話し合いの実践。
③レポート発表：歌謡曲の言葉、話し言葉と書き言葉、方言などの課題に
　っいて作成したレポートをクラスで個人発表し、質疑応答する。これ
　は、調査内容を文章化し、口頭で発表し、質疑応答する実践。
④3分問スピーチ：教室に「私の宝物」を持参し、それにっいて語る。こ
　れは、説明し、伝えるスピーチの実践。
⑤プレゼンテーション：国語の知識問題を4人単位のグループで解答し、
　パワーポイントを用いてプレゼンテーションする中で、国語知識を習得
　し、発表法を自らの体験を通して開発させ、確かめ合う実践。
⑥推薦図書新聞（ポスター）：自分が読んで薦めたい図書の新聞やポス
　ターを長期休暇中に作成し、それをスクリーン映写してプレゼンテー
　ションを行う実践。その後、聞き手が読みたくなった本を投票する。
⑦読書体験記発表会：読書体験記をクラスで発表後、選抜された生徒5人
　が学年約200人を前に朗読する。聞き手は評価、感想を記入する。これ
一355一
井　上　次　夫
　は、読書によって得た自己の変化を文章化し、口頭で朗読し、聞き手は
　発表の内容と方法について評価する実践。
⑧名作の朗読発表会：近代の小説の朗読と詩の暗唱を、教室の前で一人ず
　つ発表する。それを録音するとともに、口頭及び文章で自己評価と相互
　評価を重ねる中で言語が有する能力を発揮させる工夫を経験させ、発表
　力と評価力を向上させる実践。
5．1．2　古典
①リレー読み：古文や漢文の入門期に、個人が旬読点単位で順次、読み進
　む。前の人から読み継がれてくる流れに乗るように読むことの実践。
②群読発表会：「平家物語」「方丈記」や漢文の群読を行う。これは、内容
　読解、対句などを生かした「表現読み」をグループ単位で創造的に行
　い、口頭発表する実践。
③プレゼンテーション：古文の説話を4人単位のグループでOHC（書画
　カメラ）を用いて発表、質疑応答、自己評価、相互評価する実践。
5，2　大学生（19歳～）への教育
①自己紹介（他己紹介）：多くの情報を網羅的に列挙する自己紹介ではな
　く、選定した情報を具体的に述べる自己紹介をペアで行った後、他のペ
　アに自分のペア相手を紹介する。最後に、ペア1組が教室の前で口頭発
　表する実践。
②通信文と発表：メール、手紙の書き方の学習後、作成したメールはスク
　リーン映写、手紙は印刷し、当人が読み上げたり教員が朗読したりす
　る。当人には事前了解を得る、匿名にするなど個人情報に配慮して実施。
③ペア協議：作成した文章や課題の解答などを交換し、コメントを述べ合
　う。他者によることばの実践を自己の実践と比較し、それを言語化して
　伝え合うことで表現力の向上を図る実践。
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【図2】音声言語表現の系統性
伝えることばの展開
反蟹・螺旋
アップ
系統性の重視
音声言語力
書語表現法
④経験を語る：各種実習に参加した学生に依頼し、その実習体験について
　語り聞かせる実践。体験に基づいた語りのパワーを相互に実感する。
⑤模擬授業：児童教育専攻の学生が小学校国語の教材についてグループ単
　位で模擬授業を行う。他の学生は児童役と参観者となり、授業後、それ
　ぞれの立場で発言し、意見交換を行う実践。
5．3　高専専攻科生（20歳～）への教育
　通常の講義式授業のほか、20歳以上で20人台の専攻科生を対象とする
言語表現法の実践としてワークショップ演習を行った。
　例えば、課題（「究極の選択」一10名のうち、地球に残す3名を選択）
に対し、まず個人解答（残す理由と3名の選択）、次に4人単位のグルー
プで討議し解答を1つに絞り、代表者が発表、質疑応答。最後にフィード
バック、個人の振り返り、というような順に取り組む実践。
　なお、①指定時間や演習のルールを守る、②気楽に楽しむ、③相互に尊
重する、④失敗を認める、などを事前指導しておく。
5．4　言語表現法の教育
言語は人間と同じで、あらゆる能力を持っている。その能力を十分に発
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揮させるためには一定の技術（ski11）と技能（technicalabilily）の修得が
必要であり、それが見事に成就すれば技芸（arts）にまで至る。
　そのような言語表現法教育の過程では一・方に表現し、伝えることの必要
性が確固として存在する。また一方には、表現し、伝えたいという熱い思
いが深く横たわっている。言語の運用に際し、その必要性と思いが相互に
触媒となった瞬間、研ぎ澄まされた言語感覚と独創的な発想が生じ、言語
運用能力が駆使され、言語が持つあらゆる能力が存分に発揮される。しか
し、実はそこには地道な修練に堪えた個性的な工夫、数多くの失敗に学ん
だ知恵が生かされていることを忘れてはならない。こうして、言語表現者
には豊かな表現で、適切に相手に伝えることの効果、そして楽しさが実感
される。そのとき、言葉によって伝え合うことの意味、重要性が再認識さ
れる。言語表現法の教育とはそういうことを目標としている。
　すなわち、自己完結的な自己表現にとどまらず、他者である相手への適
切で的確な伝達表現へと高める。一方向的な伝達表現にとどまらず、双方
向的な伝達表現へと高める。それが内容のある、技能に支えられた目標と
すべきコミュニケーション能力であると考える。
　ところで、上述の「技術」と「技能」の違いはどういうことだろう。い
ま、漢文学習にっいて述べた江連（1984）によって整理すると、次のよ
うである。図3参照。「技術」とは、知識の中でも練習によって技能に到
達することができる要素に支えられて身に付いたものを指す。言い換えれ
ば、「技能」とは練習により身に付け修得した技術である。したがって、
「知識」は、練習により技能に到達する要素を含まない知識（＝知識①）
と、練習により技能に到達する要素を含む知識（二知識②）の2つが区別
されることになる。図3では、知識①が理解されるだけの「知識」にとど
まっているのに対し、知識②は理解され、それが技術、さらに技能へと結
び付いていくものであることが示されている。
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【図3】技術と技能
亙E亙］　〈うまく表現する
☆』1』『
知識①　　　　知識②　　という方法〉＆
E亜］　　［二璽璽二］　〈技能へ到達できる
　　　　　　　　　　　知識〉
　　　　〔江連（1984：110）をもとに筆者が作成〕
　例えば、知識①とは「言語には文字言語と音声言語がある」のような性
格のものであり、練習によって技能に到達するといった性格のものではな
い。一方、知識②は、例えば自己紹介における「具体的に話す」であり、
一つの要素についてそれと関係のある個々の情報を付加するという内容で
ある。これは、個々に関連情報を書き出す練習をしたり、自己紹介の実践
の中で「具体的に話す」ことに注意したりする学習の結果、「具体的に話
す」ことができるようになり、場面に応じて具体性を調整できるようにま
で至るといった性格のものである。このように、知識②（二技術）は練習
（運用・実践）によって技能に到達することができる知識なのである。
　国語表現法Aでは、言語表現法の運用・実践から入り、むしろ知識①よ
りも知識②（二技術）を重点的に修得し、それを練習によって技能にまで
高めることを目的とする教育方法を目指していると言える。したがって、
単に知識①の習得に終始するのではなく、運用・実践を通して知識②を修
得し、練習により技能を修得する。そうしてこそ、テキストが特長として
謳う「能動的学習スタイルが実現する」ものと考える。
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5．5　対話型授業による教育に向けて
　言語の運用と実践の場であるコミュニケーションにおいては、話し手で
ある話者、聞き手である相手、そして話される話題内容がある。通常、大
学の授業という場においては教員が話し手、学生が聞き手であり、講義内
容が話し手の側から聞き手の側に一方向的に伝えられる。
　しかし、朝日新聞の朝刊（2011年1月31日15面）は「大学授業も対話
で白熱」と題して、ハーバード大学のマイケル・サンデル教授による「白
熱教室」に見られるような、学生側が意見を述べる対話型授業が日本の大
学でも広がる動きがあることを伝えている。つまり、学習者である学生が
「見ている人」から「やる人」へと変化することで学習意欲がより高まる
授業に発展するというのである。
　いま、国語表現法Aでは、学習者一人ひとりの意見を引き出し、それを
言語表現化するための方法を実践的に習得させている。その過程で「能動
的学習スタイル」を要求するが、それはまさに「聞くだけの人」から「実
際にやる人」への質的変化であると言える。この先にあるものが、自己と
他者が行った言語表現についての意見交換であり、対話であり、そして議
論である。授業では、部分的にペア協議などを取り入れてはいるものの、
さらなる工夫の余地があると考えており、今後の課題としたい。
6．おわりに
　現在、大学生の言語コミュニケーション能力を育成し、向上させること
は時代の要請ともなっている。本稿では、そういう状況下で大学における
言語表現法科目はどこまで貢献できるかについて考察を行った。
　そのため、高等学校までの「話すこと・聞くこと」「読むこと（音読）」
の系統性を概観し、大学における言語表現法の実践教育の内容とあり方に
っいて具体的な検討を行った。その結果、有効だと思われるのは、まず自
身の現時点の言語表現力によって課題に取り組み、次にそこを出発点とし
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て他者の言語表現法と比較・対照しながら言語表現法の要点を理解、そし
て実践的な練習を重ね、最後に自身と他者の言語表現法に対する評価を行
うということである。そのような学習者の主体的な取り組みを引き出す、
つまり、能動的学習スタイルを習得させる教育、そして対話型授業がより
重視されなければならないことを主張した。
今後、そのような言語表現法教育の実践を継続し、言語表現力の向上に
関する実践知を積み重ねるとともに、大学における言語表現法教育の理論
化を図る必要がある。
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